
主 な 内 容
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●市の人口と世帯数（平成１８年１２月１日現在） ・人口３９，５７２人（男１８，９６１人／女２０，６１１人）・世帯数１３，３０１世帯

・第 2回市民体育大会 …………………………… 2

・つがーるちゃん農産物フェアーを開催

　米軍車力通信所分遣隊長あいさつ …………… 3

・アラカルト ……………………………………… 4

・男女共同参画社会コーナー③ ………………… 5

・市職員の給与・定員管理の状況 …………… 6～ 7

・街 の 話 題 ………………………………… 8～ 9

・お 知 ら せ ………………………………… 11～12

つがーるちゃんが
「車力特産砂丘ながいも」をPR

　つがーるちゃんが、つがる市紹介のテレビ取材の
ため、特産のながいもをＰＲしました。
　車力の㈳屏風山野菜振興会の皆
さんが寒い中、特産のながいもを
丁寧に箱詰め作業している場面を
つがーるちゃんが紹介し、最後に
みんなでつがる市をＰＲしている
所を写真に！
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【穂波小体育館】
《団体の部》
・小学生男子の部　　　　・小学生女子の部
　優　勝　向陽小Ａチーム　　優　勝　向陽小Ａチーム
　第２位　穂波小Ａチーム　　第２位　穂波小Ａチーム
　第３位　瑞穂小Ａチーム　　第３位　瑞穂小Ａチーム
　第３位　穂波小Ｂチーム　　第３位　瑞穂小Ｂチーム
・一般の部
　優　勝　悟空クラブ
　第２位　木造中（木造中）
　第３位　怒れ怒羅衛門酢＜いかれドラエモンズ＞（木造西中）
　第３位　我ら怒羅衛門酢＜われらドラエモンズ＞（木造西中）
《個人の部》
・小学生男子の部　　　　　・小学生女子の部
　優　勝　長谷川　竣（穂波小）　優　勝　新岡　由菜（向陽小）
　第２位　成田　奨平（向陽小）　第２位　小玉　鈴 （々向陽小）
　第３位　須藤　敦樹（穂波小）　第３位　工藤　夏海（穂波小）
　第３位　秋田谷　樹（向陽小）　第３位　工藤愛里菜（瑞穂小）
・一般男子の部　　　　　　・一般女子の部
　優　勝　白川　友和（悟空クラブ）　優　勝　栗林なおこ（木造中）
　第２位　松木　大茂（悟空クラブ）　第２位　工藤　香苗（木造西中）
　第３位　長谷川達哉（木造西中）　第３位　小山内瑞希（木造中）
　第３位　吉田勇太郎（木造西中）　第３位　工藤　綾乃（木造西中）
・個人戦ダブルスの部
　優　勝　白川　友和・松木　大茂（悟空クラブ）
　第２位　三橋　翔太・小玉　悠太（木 造 中）
　第３位　長谷川達哉・新岡　啓志（木造西中）
　第３位　長谷川翔太・吉田　康祐（木造西中）

【柏総合体育センター】

・一般男子の部
　優　勝　大宅　清繁・奈良岡祐太
　第２位　葛西　　裕・木村　城寿
　第３位　長谷川良之・川浪　松栄
・一般女子１部　　　　　　　　
　優　勝　南　美千代・高橋　桂子
　第２位　木村　文子・長谷川昌子
　第３位　岩佐菜穂子・高橋留美子
・一般女子２部
　優　勝　工藤　千鶴・藤森　香菜
　第２位　石岡　真有・石岡智恵美
　第３位　福井　弘美・米谷美智代
・中学生男子の部
　優　勝　小田川義和・三浦　優司（木造中）
　第２位　石川竜太郎・対馬　央人（木造中）
　第３位　三浦　力人・葛西　将太（木造中）
・中学生女子の部
　優　勝　今　　葉子・工藤　恵未（木造中）
　第２位　佐々木理乃・佐々木　彩（木造中）
　第３位　川嶋　真緒・金子　千穂（木造中）

【木造中学校体育館】
　優　勝　ヒラカワ事務機（柏）
　第２位　がるべす（森田町）
　第３位　福 島 組（木造）
　第３位　ひこいち亭（森田町）

【稲垣体育館】
　優　勝　稲　垣（稲垣町）
　第２位　木造Ｂ（木　造）
　第３位　レッドリボンず（木造）

市
民
体
育
大
会

　

十
一
月
二
十
六
日
、
第
二
回
市
民
体
育
大
会
が

開
催
さ
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
の
競
技
で
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

バレーボール バスケットボール

卓　　　球 バトミントン

第2回
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つ
が
る
市
農
産
物
を
ア
ピ
ー
ル

　

十
一
月
十
日
〜
十
二
日
ま
で
の
三

日
間
、
イ
オ
ン
柏
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
「
つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん
農
産

物
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
市
特
産
の
農
産

物
や
特
産
品
を
全
国
に
情
報
発
信
す

る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
つ
が
る
市
農
産
物

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
が
ー

る
ち
ゃ
ん
」
が
紹
介
さ
れ
、
続
い
て

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
受
賞
者
の
表
彰
、
第
一
回
つ
が

る
市
良
食
味
米
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者

の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
島
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
は
つ
が

る
市
の
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
全
力
を
傾
け
て

い
き
た
い
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」と
あ
い
さ
つ
、最
後
に
来
場
者

へ
つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

と
リ
ン
ゴ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
屋
内
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
や

ゲ
ー
ム
大
会
、
稲
わ
ら
細
工
実
演
、

屋
外
特
設
テ
ン
ト
物
産
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
は
、「
つ
が
る
ロ
マ
ン
」
と

「
ま
っ
し
ぐ
ら
」
で
作
っ
た
お
に
ぎ

り
の
食
べ
比
べ
や
餅
つ
き
実
演
な
ど

を
行
い
、
地
元
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮

な
野
菜
や
加
工
品
を
地
価
よ
り
も
安

く
販
売
し
訪
れ
た
買
物
客
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

キャラクター部門の受賞者
山内和人さん 大勢の人で賑わう

つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん

農
産
物
フ
ェ
ア
ー
を
開
催

「隣人として親しく良い関係を」
　12月上旬から、米軍関係者とその家族が、つがる市に居住を開始しました。
　代表して、米軍車力通信所分遣隊ウィリアム・ハンター隊長より、市民のみなさまに友好を深めたいとのメッ
セージが届いています。

つがる市の皆様
　Ｘバンドレーダー関係者の住宅が完成し、12月上旬より順次市内富萢
町及び柏上古川地区に居住することとなりました。私たちはつがる市で
の新しい生活が始まることを楽しみにしています。米軍車力通信所を代
表して、これまで皆様より頂いたご協力に感謝申し上げ、またこれから
隣人となりますことにご支援をお願い申し上げます。つがる市民と親し
く良い関係になれるようお願い申し上げます。

　平成18年11月
米軍車力通信所分遣隊長　ウィリアム・ハンター

November  2006

To the People of Tsugaru City,

 X-Band Radar housing is now complete, and we will begin the move-in process as of 

December 1st. We are very much looking forward to moving into our new homes and starting our 

new lives in Tsugaru City.  　On behalf of the X-Band Radar Site, I would like to thank you for your 

cooperation in making this happen, and ask for your continued support as we become neighbors.  

We look forward to a positive and enjoyable relationship with all of you.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sincerely,

Captain William Hunter
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　11月11日、イズミボーリングセンターで
市民54名が参加して第2回つがる市体育協
会長杯争奪ボーリング大会が行われました。
　大会は 3ゲームトータルで行われハイス
コア256を含むトータル666で松橋満さん
（写真）が優勝しました。また、今大会に
は米軍関係者 8名の参加もあり、入賞した
方もいて皆でゲームを楽しんでいました。
【結果】 1位 666 松橋　　満（富 萢 町）
　　　　 2位 636 葛西　　瞬（富 萢 町）
　　　　 3位 582 佐藤　尚男（下牛潟町）

スポーツで気持ちいい汗

　11月7日、市役
所の本議会議場
で市内の中学生
21名による子供
模擬議会が開催
されました。
　生徒の中から
議長、副議長を
選出し、子供議
員による質問、
福島市長らの答弁と、本議会同様に緊張した模擬議会が行われま
した。
　はじめに、議長に選ばれた車力中の松橋晋乃輔くんから議事日程
の説明があり、続いて第一席（木造中　傳法谷剛くん）から「これ
からのつがる市について」を質問し、理事者側である福島市長と総
務部次長の二人が答弁、第二十席までの質問をしました。
　最後に、福島市長は「今日の質問は、年4回開会される本議会の
質問と同じであり、今後十分吟味し市政運営に取り入れて行きたい
と思います。また、今日の模擬議会を通して市の政策等に関心を持っ
てほしいと思います。将来皆さんの中からこの議場に立つ人が出て
くるのを期待します」と感想を述べました。
　また、副議長を務めた木造中　三浦至学くんから「私達のつた
ない質問に丁寧に回答いただきありがとうございました。今後は
勉強に励んで行きたいと思います」とお礼を述べ子供模擬議会は
閉会ました。

本議会に迫る迫力で模擬会議

　旧稲垣村長を昭和56年
から平成17年までの6 期
24年にわたって務め、つ
がる市誕生に尽力されま
した蝦名魏旧稲垣村長が、
11月29日ご逝去されました。
　長年のご功績に対しま
して深く感謝申し上げますとともに、衷心よ
り哀悼の意を表します。
主な経歴
　昭和45年 6 月から昭和56年 8 月10日まで稲
垣村助役 3 期11年、昭和56年 8 月22日から平
成17年 2 月10日まで稲垣村長 6 期24年をはじ
め、西津軽町村会会長、稲垣村農協・つがる
農協代表理事組合長を歴任しました。
主な受賞
　平成13年　総務大臣表彰
　平成17年　市町村合併功労者総務大臣表彰
　　　　　　青森県褒賞
　平成18年　旭日小綬賞

　長年地域福祉の増進に貢献した渡辺博美さん（木造千代町）
が、厚生労働大臣表彰を受けられ、12月 6 日、市役所におい
て伝達式が行われました。
　渡辺さんは、昭和52年12月 1 日に木造町民生児童委員に就
任して以来29年間、常に社会に深い理解と熱意をもち、地域
社会のために献身的に努力してきました。一人暮らしの高齢
者宅の見守り訪問や、生活保護世帯をはじめ高齢者世帯から
の様々な相談に応じ問題解決のため関係機関との連絡調整や
適切な援助を親身になって行ってきました。
　式で福島市長は
「地域福祉の増進に
長年協力していただ
きありがとうござい
ます。今後も、高齢
者世帯などを見守っ
てください」と激励
しました。

蝦名旧稲垣村長訃報のお知らせ 地域福祉に貢献し厚生労働大臣表彰
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『
男
女
共
同
参
画
社
会
』っ
て

ど
う
い
う
社
会
…
？
№
１

　

前
回
は
「
男
女
平
等
」
に
つ
い
て
、

掲
載
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
役
割
分
担
意
識
」
に

つ
い
て
、
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。Ｑ　

「
男
は
仕
事
、女
は
家
事・
育

児
」
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
の

ど
う
い
う
こ
と
が
問
題
な
の
？

Ａ　

家
庭
で
子
育
て
に
専
念
し
て
い

る
女
性
は
、「
母
親
が
家
事
・
育

児
を
す
る
の
は
当
た
り
前
、
う
ま

く
で
き
て
当
た
り
前
」
と
い
う
意

識
を
持
ち
、
ま
た
周
囲
か
ら
も
そ

れ
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

共
働
き
世
帯
で
も
、
家
事
・
育
児

等
の
多
く
を
女
性
が
担
っ
て
い
ま

す
。
一
方
「
男
性
は
仕
事
を
し
て

稼
い
で
当
た
り
前
」
と
い
う
役
割

意
識
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
う
し
た
従
来

の
「
当
た
り
前
」
と
い
う
性
別
役

割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、

お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
仕
事
や
家
事
・
育

児
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ｑ　
「
男
の
役
割・女
の
役
割
」
っ

て
あ
る
の
か
な
？

Ａ　

男
と
女
に
は
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
生
物
学
的
な
体
の
作
り
に
違
い

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も

は
生
ま
れ
る
と
「
男
の
子
は
男
ら

し
く
」「
女
の
子
は
女
ら
し
く
」

育
て
る
の
が
当
然
と
さ
れ
、
一
人

ひ
と
り
の
個
性
を
見
な
い
で
、
男

の
子
に
は
強
さ
や
積
極
性
を
、
女

の
子
に
は
よ
く
気
が
つ
く
こ
と
や

思
い
や
り
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
性
別
と
は
関
係
の
な

い
社
会
的
・
文
化
的
に
作
ら
れ
た

意
識
が
、
個
人
の
可
能
性
や
生
き

方
を
「
男
の
役
割
・
女
の
役
割
」

と
し
て
制
限
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
か
ら
は「
男

だ
か
ら
・
女
だ
か
ら
」
で
は
な
く

「
自
分
ら
し
く
」
生
き
る
こ
と
に

あ
る
の
で
す
。

 

◇「
男
女
共
同
参
画
社
会
」と
は
…

　

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
法
律
ま
で
つ
く
っ
て
男
女

共
同
参
画
社
会
を
進
め
る
理
由
と
し

て
は
、

①　

少
子
化
を
食
い
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
。

②　

急
激
な
高
齢
化
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

③　

働
く
世
代
の
人
口
の
減
少
を
食

い
止
め
る
こ
と
。

④　

産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る

こ
と
。

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
の
主
た
る
要
因
で
あ
る
晩

婚
化
に
加
え
、
夫
婦
の
出
生
力
そ
の

も
の
の
低
下
と
い
う
新
し
い
現
象
が

見
ら
れ
る
今
日
、
現
状
の
ま
ま
で
は
、

少
子
化
は
今
後
一
層
進
行
す
る
と
誰

も
が
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
急
速
な
少
子
化
の
進
行

は
、
経
済
社
会
全
体
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
ま
す
。

　

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、「
男

だ
か
ら
・
女
だ
か
ら
」
と
い
う
意
識

（
押
し
つ
け
）
で
、
や
り
た
い
こ
と

を
制
限
さ
せ
ら
れ
る
社
会
で
は
な
く
、

『
男
に
生
ま
れ
て
も
女
に
生
ま
れ
て

も
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
生
き

が
い
の
あ
る
社
会
』
と
な
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
し
て
、
み
な
さ
ん
が

常
日
頃
か
ら
「
お
互
い
の
人
権
を
尊

重
し
、
相
手
の
あ
り
方
を
自
分
の
尺

度
で
決
め
つ
け
な
い
」
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
不

自
由
さ
が
解
消
さ
れ
、
出
生
数
が
増

加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
働
き
手
の
確
保
や
お
互

い
を
支
え
合
う
社
会
保
障
も
安
定
し
、

産
業
構
造
の
変
化
に
も
対
応
で
き
る

と
い
う
考
え
方
が
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、
国
で
は
、
地
方
公
共
団
体

や
企
業
等
が
一
体
と
な
っ
て
少
子
化

の
流
れ
を
変
え
る
、
も
う
一
つ
の
少

子
化
対
策
と
し
て
、「
男
性
を
含
め

た
働
き
方
の
見
直
し
」
な
ど
総
合
的

な
取
組
み
と
し
て
の
「
次
世
代
育
成

支
援
対
策
」
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

次
回
の
テ
ー
マ
は
『「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
っ
て
ど
う
い
う
社
会

…
？
№
２
』
を
掲
載
し
ま
す
。　

　
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

企
画
課

電
話　

四
二－

二
三
七
二

男
女
共
同
参
画
社
会
コ
ー
ナ
ー
③

【「はい」が０～１個のあなた】
　性別による役割でなく、個性を大事にす
るあなたは、男女間のコミュニケーション
のギャップとはあまり関係がなさそう。こ
のまま素敵な関係を続けていきましょう。

【「はい」が２～４個のあなた】
 「男だから・女だから」という意識を捨てら
れないあなたは、不用意な発言から相手を
不快な思いにすることがよくありそう。性別
より個性を大事にした関係を心がけましょう。

【「はい」が５～７個のあなた】
 「男・女はこうあるべき」という意識を持っ
たあなたは、異性間のコミュニケーションが
赤信号です。思ったことをそのまま口にする
と大変なことになるかも…。気をつけましょう。

□問１ 男性はスーツ・女性はエ
プロンのイメージ？

□問２ やはりお茶は女性が入れ
るべきだ。

□問３ 男性は強くあるべきだ。
□問４ 父親は家庭の中心である

べきだ。
□問５ 子育てや介護は女性の仕

事？
□問６ リーダーはやはり男性？
□問７ 補助的仕事は女性に任せ

るべきだ。

「はい」と思うものにチェック
□してみよう

結 果 は こ ち ら

性別役割チェック

あなたはどうかな？
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　市職員の給与・定員 管理の状況 　市では、職員の給与と定員管理の適正
化について、広く市民の理解を得るため、
次のとおり公表します。

（7）特別職の報酬等の状況（平成18年4月1日現在）

区　分 給料・報酬月額 期末手当（17年度支給割合）
市 　 長
助 　 役
収 入 役

772，000円
617，000円
584，000円

3．35月分
3．35月分
3．35月分

議 　 長
副 議 長
議 　 員

276，000円
241，000円
231，000円

3．35月分
3．35月分
3．35月分

（退職手当）

区　分 　　（算定方式） （支給時期）
市　長
助　役
収入役

　給料月額×在職年数×52／100
　給料月額×在職年数×26．5／100
　給料月額×在職年数×24／100

任期毎
任期毎
任期毎

（8）　部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4月 1日現在）

 行政部門
職　員　数 対前年

増減数 主な増減理由
17年 18年

一　
　
　
　
般

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
労 働
農林水産
商 工
土 木

5
146
26
134
35
2
55
10
31

5
141
28
131
34
2
53
8
30

̶
△5
2

△3
△1
̶
△2
△2
△1

事務の統廃合
縮小、業務体
制の見直しな
ど

小　計 444 432 △12

特　
別

教 　 育
消 　 防

85
126

80
126

△5
̶

事務の統廃合
縮小

小　計 211 206 △5
公
営
企
業
等

病 　 院
下 水 道
そ の 他

78
10
24

77
10
28

△1
̶
4

欠員不補充

小　計 112 115 3

合　　計 767　
［813］

753　
［788］

△14　
［△25］　

※ 1 　職員数は一般職に属する職員数です。
　 2　［　］内は、条例定数の合計です。

（9）　定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
　①　定員適正化目標（数・率）

計画期間 数　値　目　標
（平成22年 4 月 1 日）始　期 終　期

平成17年

4 月 1 日

平成22年

4 月 1 日

一 般 行 政 381

特別行政
教 育  79
消 防 122
計 201

公 営 企 業 等 110
　 合 　 計 　 692

②　定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要
（各年 4月 1日現在）

　　　　　区　分
部　門　　　　　　

17　　年
計画始動

18　　年
1 年 目

（参考）
数値目標

一般行政
職員数 444 432 381
増　減 　 △12 △63

教　　育
職員数 85 80 79
増　減 △5 △6

消　　防
職員数 126 126 122
増　減 　 0 △4

公営企業
等 会 計

職員数 112 115 110
増　減 3 △2

計
職員数 767 753 692
増　減 △14 △75

　※計画期間は、17～21年の5年間です。

　市職員の給与は、国家公務員の給与水準を基本に民間企業などと比較して、職務の
内容を考慮したうえで、議会の審議を経て市の条例で定められているものです。
　また、定員管理については、 5年ごとに事務量を勘案して定員適正化計画を策定し、
人員の適正化を図ります。
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　市職員の給与・定員
（1）　人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口（17年度末） 歳　出　額　Ａ 実質収支 人　件　費　Ｂ 人件費率　Ｂ／Ａ

17年度 39，759人　 21，624，974千円 205，797千円 5，853，301千円 27．1％

　※人件費には、職員の他に特別職（議員、市長、助役、収入役、教育長等）に支給される給料・報酬を含みます。

（2）　職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 職員数
Ａ

給　　与　　費 1人当り
の給与費
Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期　末・

勤勉手当 計　Ｂ

17年度 654人 2，700，651
　　　千円

319，420
　　　千円

1，086，564
　　　千円

4，108，635
　　　千円

6，282
　　千円

　※職員手当には退職手当を含みません。

（3）　 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額
の状況（平成18年 4 月 1 日現在）

　①　一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
つがる市 46．8歳 361，300円 388，723円
国 40．4歳 328，477円  ̶　　円

　②　技能労務職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
つがる市 49．1歳 302，500円 327，442円
国 48．4歳 286，500円  ̶　　円

　③　消　防　職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
つがる市 42．2歳 321，000円  ̶　　円

（4）　職員の初任給の状況（平成18年4月1日現在）

区　　　分 つがる市 国

一般行政職
大卒 170，200円 170，200円
高卒 138，400円 138，400円

技能労務職
高卒 135，600円 ̶
中卒 127，700円 ̶

消　防　職
大卒 162，800円 ̶
高卒 142，100円 ̶

（5）一般行政職の級別職員数の状況（平成18年4月1日現在）

1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級
標準的な
職務内容 主事 主査 係長主幹 課長補佐総括主幹

課　長
副参事

次　長
参　事

部　長
理　事

職員数（人） 15 23 79 126 85 24 12
構成比（％） 4．1 6．3 21．7 34．6 23．4 6．6 3．3
※ 1   つがる市の給与条例に基づく給料表の級区分による

職員数です。
 2   標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代
表的な職務です。

（6）　職員の手当の状況
　①　期末手当・勤勉手当
（17年度支給割合）　

期末手当　　　　　勤勉手当
　3．0　月分　　　　1．45　月分
（1．6）月分　　　（0．75）月分

（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算（5～15％）
　※（　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

　②　退職手当（平成18年 4 月 1 日現在）

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤 続 2 0 年 23．50月分 30．55月分
勤 続 2 5 年 33．50月分 41．34月分
勤 続 3 5 年 47．50月分 59．28月分
最 高 限 度 額 59．28月分 59．28月分
1人当たり平均支給額 　̶　千円 21，555千円
　その他の加算措置　　定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　　　　（ 2～20％加算）
（退職時特別昇給　最高 2号給）
　※ 退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した

全職種に係る職員に支給された平均額である。
　③　その他の手当（平成18年 4 月 1 日現在）

手 当 名 内容及び支給単価

扶 養 手 当

・配偶者 …………………………… 13，000円
・配偶者以外 2人目まで ………… 6，000円
　　配偶者有（扶養手当無）の1人目6，500円
　　配偶者無の1人目11，000円
・ 3人目以降 ……………………… 5，000円
※満16歳から満22歳までの子1人につき5，000円加算

住 居 手 当 ・自宅3，000円   ・借家、借間　限度額27，000円

通 勤 手 当
・バス等交通機関利用者　限度額55，000円
・片道2㎞以上で自動車等交通用具利用者
　2，000円～35，000円

管理職手当 ・管理又は監督の地位にある職員　給料×2～15％
管 理 職 員
特別勤務手当

・ 管理又は監督の地位にある職員が週休日、
休日等に勤務したとき4，000円～6，000円

休日勤務手当 ・ 休日等に勤務する職員　単価×135／100
（1時間当たり）

夜間勤務手当 ・ 正規の勤務時間として午後10時から翌日午前 5時ま
で勤務する職員　単価×25／100（1時間当たり）

宿日直手当 ・ 宿日直業務をした職員　一般4，200円～医
師20，000円

単身赴任手当 ・ 公署を異にする異動等により単身赴任とな
る職員　限度額68，000円
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飲酒運転防止を呼びかけ、
飲食店に飲酒運転追放シール配布

　11月13日、つがる警察署とつがる市交通安全対策協議
会、交通安全母の会ら関係者50人が、市内の飲食店を巡
回して飲酒運転追放シールを配りました。
　シールには「飲酒運転追放・飲んだら運転するな」と
書かれており、飲酒運転をやめさせようと、つがる警察
署が作ったもので、福島市長らが 3班に分かれ、市内の飲
食店約80店に50枚ずつを配りました。

朝野球閉会式
　11月 9 日、松の館で第42回木造支部朝野球選手権大会

の閉会式が行われ健闘をたたえ合いました。

　今シーズンは、メジャーリーグ11チーム、マイナーリー

グ 6 チームが参加、メジャーは雪印牛乳が5年連続の優

勝、マイナーはワールドが優勝しました。最優秀選手賞

には、佐藤健二選手（雪印牛乳）が選ばれました。

慣れない手つきで　作品制作
　11月17日、県立弘前高等技術専門校つがる校で実施さ

れた「1日技能教室」に市民60名が参加しました。

　会場では、木製鉢上げ台、塩ビパイプ製のプランター、

鉄製の焼肉用鉄板の製作が行われ、つがる校の生徒さん

が指導教官となり実技を体験しました。また、女性の参

加が多く、慣れない手つきながら積極的にチャレンジし

て見事な作品を仕上げていました。

恵みに感謝　親子で餅つき
　11月12日、穂波小学校で 5年生による「秋の収穫感謝
祭」が行われました。
　この感謝祭は、学校田で一所懸命児童が育てたもち米
の収穫に感謝しながら、お父さん、お母さんと一緒に餅
つきを行い、つきたてのお餅を「お汁粉」「お雑煮」に
していただきました。
　自分たちで刈り取ったもち米での、つきたてのお餅は
また格別の味の様でした。

大切に使ってください
　11月24日、向陽小学校に雑巾340枚が寄贈されました。

　雑巾を寄贈したのは、松緑神道大和山木造支部婦人部

の皆さんで、贈呈には八木橋部長らが訪れ、「この雑巾

で学校をキレイにして、新しい気持ちで勉強を頑張って

ください」とあいさつし、児童の代表は「丁寧に使って

校内をピカピカにします。ありがとうございます」とお

礼を述べました。
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お仕事ごくろうさまです
　11月 7 日、木造西幼稚園の児童が勤労感謝の日を前に

市役所を訪れ福島市長に感謝のことばを述べました。

　児童は「毎日のお仕事ご苦労様です。これからもがん

ばってください」とお礼の言葉をいい、花やお菓子を贈

りました。福島市長は「今日はありがとう。皆さんも風

邪をひかないようにがんばってください」とお礼を述べ、

プレゼントを渡しました。

驚きの面白いマジック
　11月11日、稲垣交流センターで「Ｍｒ．マサック」の

マジックショーが行われ70名が参加しました。

　テレビでお馴染みのテーマ曲で登場したＭｒ．マサッ

クは、軽快なおしゃべりと驚きの科学マジックで参加し

た子ども達をビックリさせていました。子ども達に「な

ぜ！」と考えさせながら、最後にはマジックのタネあか

しをして楽しませていました。

優勝目指して　ガンバリました
　11月 8 日、稲垣体育館で第41回西北つがる地区身体障
害者スポーツ大会が開催され、およそ200名の参加者が
各種目で気持ちの良い汗を流していました。
　開会式では佐藤助役から「皆さんの体力の維持と機能
向上を図り、友好を広げるよう楽しんでください」とあ
いさつ、選手宣誓では稲垣身体障害者福祉会の佐々木正
光さんが「我々選手一堂は障害に負けず、競技します」
と宣誓しました。

老人福祉センターまつり
　11月21日、木造老人福祉センターで「老人福祉センター

まつり」が開かれ、多くの市民が訪れていました。

　会場では、生け花や陶芸が展示され、「ひまわりの家」

や「あいうえおの会」の会員らが製作した作品も展示さ

れており、陶芸体験では、皿などを製作していました。

　また、マジックショーや「エールの会」による紙芝居

なども披露されていました。

「健康優良」「よい歯」の児童を表彰
　11月15日、松の館で、平成18年度西つがる学校保健会
表彰式が行なわれ、「すこやか児童」「さわやか児童」「Ｄ
ＭＦＴ（むし歯指数）」の表彰が行われました。
　佐藤助役は「噛むことは脳の発達を助けます。家族で
楽しい食事を通して噛む力を養って健康づくりを充実さ
せてください」とあいさつ。表彰式では「よい歯の児童」
で青森県 1位になった對馬蘭子さん（瑞穂小）と全国審
査で優秀校に輝いた豊川小学校も表彰されました。
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一
月
の
献
血

二
日（
火
）

　

ジ
ャ
ス
コ
柏
店
前　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

つ
が
る
市
文
化
賞
候
補
者

（
一
般
の
部
）
の
募
集

　

つ
が
る
市
で
は
、
優
れ
た
文
化
活
動
の
実
績

を
表
し
た
市
民
を
表
彰
す
る
た
め
、
次
の
一
般

の
部
（
大
学
生
を
含
む
）
の
各
賞
候
補
者
を
募

集
し
ま
す
。

表
彰
の
種
類
と
条
件

　

⑴　

文
化
功
労
賞

　
　

 　

二
十
年
以
上
永
年
に
わ
た
り
、
つ
が
る

市
の
文
化
振
興
の
た
め
に
寄
与
し
、
最
も

功
労
の
あ
っ
た
も
の
（
お
お
む
ね
六
十
歳

以
上
）

　

⑵　

文　

化　

賞

　
　

① 　

公
的
機
関
等
の
主
催
す
る
全
国
及
び

海
外
で
の
発
表
会
に
お
い
て
、
優
れ
た

評
価
を
受
け
た
も
の

　
　

② 　

公
的
機
関
等
の
主
催
す
る
東
北
地
区

の
発
表
会
等
に
お
い
て
、
最
高
賞
を
受

賞
し
た
も
の

　

⑶　

文
化
奨
励
賞

　
　

① 　

公
的
機
関
等
の
主
催
す
る
全
県
的
規

模
の
発
表
会
等
に
お
い
て
、
最
高
賞
を

受
賞
し
た
も
の

　
　

② 　

永
年
に
わ
た
り
県
全
体
の
文
化
振
興

に
寄
与
し
、
そ
の
功
績
が
優
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の

　
　

※ 

文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞
は
、
平
成
十
八

年
中
の
も
の
が
対
象
で
す
。

募
集
期
限　

平
成
十
九
年
一
月
十
二
日（
金
）

推
薦
書
類　

 

文
化
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会　

文
化
課

電
話　

四
九－

一
一
九
四

つ
が
る
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞

候
補
者
の
募
集

ス
ポ
ー
ツ
賞
推
薦
基
準

　

・ 

全
県
的
大
会
で
優
勝
も
し
く
は
そ
れ
以
上

の
大
会
（
国
際
・
ア
ジ
ア
・
世
界
選
手
権
大

会
等
）
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
も
の
等

　

・ 

そ
の
他
「
つ
が
る
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
関
す

る
規
則
、
運
用
」
に
よ
る

基
準
日　

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
〜

平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日

締
切
日　

平
成
十
九
年
一
月
十
二
日（
金
）

推
薦
書　

 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
　

電
話　

四
九－

一
一
九
三

●
健
康
づ
く
り
講
座
の
開
催

　

食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
い
、
日
本
で
も
欧
米

諸
国
に
多
い
大
腸
が
ん
、
直
腸
が
ん
が
非
常
に

増
え
て
い
ま
す
。
予
防
す
る
た
め
に
、
保
健
知

識
の
向
上
を
図
り
生
活
習
慣
を
ふ
り
か
え
る
機

会
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

十
二
月
二
十
二
日（
金
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

場　

所　

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー「
松
の
館
」

内　

容

　

講
話

　
　
「
大
腸
が
ん
早
く
見
つ
け
れ
ば
怖
く
な
い
」

　

講
師　

弘
前
大
学
附
属
病
院
第
三
内
科

　
　
　

医
師　

三　

上　

達　

也 

氏

●
ナ
イ
タ
ー
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室

　

体
力
ア
ッ
プ
や
ス
リ
ム
ボ
デ
ィ
づ
く
り
を
し

た
い
方
、
仕
事
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
解
消
を
し

た
い
方
、
参
加
目
標
の
達
成
に
向
け
て
ス
タ
ッ

フ
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
一
汗
か
い
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

 

十
二
月
二
十
日
、
一
月
十
日
・
三
十

一
日
、
二
月
十
四
日
・
二
十
八
日
、

三
月
七
日
・
十
四
日

時　

間　

午
後
六
時
三
十
分
〜
午
後
八
時
十
五
分

場　

所　

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー「
松
の
館
」

内　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど

講　

師　
 

Ａ
Ｆ
Ａ
Ａ
国
際
認
定
エ
ア
ロ
ビ
ビ
ク
ス

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

成
田
寿
子
氏

参
加
費　

三
百
円

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

健
康
推
進
課

　
　

電
話　

四
二－

二
〇
四
四

青森県産業別最低賃金改正のお知らせ
『青森県産業別最低賃金』は、平成18年12月21日から改正され

ます。

　なお、県内で働くすべての労働者に適用される『青森県最低

賃金』は、平成18年10月1日から、時間額610円に改正されてい

ます。

問い合わせ先　青森労働局　賃金室（電話０１７－７３４－４１１４）
　　　　　　　又は五所川原労働基準監督署（電話３５－２３０９）五所川原市唐笠柳字藤巻５０７－５
　　　　　　　http://www.aomori.plb.go.jp/

産　　　　業 時間額 発効日
鉄 　 鋼 　 業 730円

平成18年
12月21日

電気機械器具、情報通
信機械器具、電子部
品・デバイス製造業

672円

各 種 商 品 小 売 業 667円
自 動 車 小 売 業 705円
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い
じ
め
・
不
登
校
等
の
ご
相
談

は
「
教
育
相
談
電
話
」
ま
で

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
相
談
や
適
応
相

談
に
対
応
す
る
た
め
、
四
月
か
ら
指
導
課
内
に

「
教
育
相
談
電
話
」
を
開
設
し
て
お
り
、
十
二

月
一
日
よ
り
電
話
相
談
の
受
付
時
間
を
拡
大
し

ま
し
た
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場　
　

所　

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

「
松
の
館
」内

相
談
日　

 

原
則
と
し
て
、
毎
日
（
土
、
日
、
祝
、

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
九
時
〜

午
後
五
時

電
話
番
号　

四
二－

五
五
三
二

「
特
定
広
域
化
施
設
整
備

事
業
」
の
休
止
を
決
定

　

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
西
北
事
業
部
事
業
再

評
価
審
議
委
員
会
（
委
員
長　

福
士
憲
一
﹇
八

戸
工
業
大
学
教
授
﹈）
は
十
一
月
十
四
日
、
水

道
事
業
に
係
る
国
庫
補
助
事
業
の
う
ち
「
特
定

広
域
化
施
設
整
備
事
業
は
休
止
」
と
の
意
見
を

ま
と
め
、
副
企
業
長
の
福
島
つ
が
る
市
長
へ
提

出
し
ま
し
た
。

　

 　

国
庫
補
助
事
業
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
を

考
慮
し
、
五
年
ご
と
又
は
適
宜
「
継
続
」
す

べ
き
か
「
見
直
し
」
や
「
中
止
」
等
に
す
べ

き
か
を
審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
西
北
事
業
部

電
話　

四
二－

七
一
一
一

公
立
金
木
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

金
木
病
院
で
は
、
平
成
十
九
年
一
月
よ
り
い

ま
ま
で
の
診
療
科
に
加
え
て
、
婦
人
科
を
開
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

婦
人
科
の
診
療
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

午
前
の
診
療

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
八
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

午
後
の
診
療

　

火
・
金
曜
日

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

問
い
合
わ
せ
先

　

公
立
金
木
病
院電

話　

五
三－

三
一
一
一

平
成
十
九
年
度　

学
生
募
集

　

県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校
及
び
つ
が
る
校

で
は
、
平
成
十
九
年
度
一
般
コ
ー
ス
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

　

弘
前
高
等
技
術
専
門
校　
　

造
園
科
十
五
名

　

つ
が
る
校　
　

溶
接
科
・
配
管
科
各
二
十
名

募
集
期
間　

平
成
十
九
年
一
月
四
日

〜
二
月
十
六
日

訓
練
期
間　

平
成
十
九
年
四
月

〜
平
成
二
十
年
三
月

応
募
資
格 　

職
業
に
必
要
な
技
能
及
び
こ
れ
に

関
す
る
知
識
の
習
得
を
希
望
す
る
方

応
募
手
続 　

願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最

寄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出
〈
願
書

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。〉

試
験
日　

二
月
二
十
三
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

　

弘
前
高
等
技
術
専
門
校
つ
が
る
校

電
話　

四
二－

二
四
二
四

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
五
所
川
原

電
話　

三
四－

三
一
七
一

海
外
に
お
け
る
狂
犬
病
の

予
防
に
つ
い
て

　

先
月
、
京
都
市
で
海
外
帰
国
者
か
ら
狂
犬
病

の
輸
入
感
染
症
例
が
発
生
し
ま
し
た
。
現
在
国

内
で
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
依
然
と
し

て
世
界
各
地
で
発
生
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
に
海
外
旅
行
を
計
画
さ
れ
て
い
る

方
は
左
記
に
留
意
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一 　

渡
航
中
、
む
や
み
に
イ
ヌ
や
野
生
動
物
に

接
触
し
な
い
こ
と
、

二 　

特
に
発
生
の
多
い
地
域
へ
渡
航
し
現
地
で

動
物
に
接
触
す
る
場
合
が
あ
る
方
は
、
事
前

に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
。

三 　

狂
犬
病
が
疑
わ
れ
る
イ
ヌ
、
ネ
コ
及
び
野

生
動
物
に
咬
ま
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
傷
口

を
石
け
ん
と
水
で
よ
く
洗
い
、
早
期
の
段
階

に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
。
ま
た
、
帰

国
時
に
は
検
疫
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.aom

ori.lg.jp/kansen/

問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
県　

健
康
福
祉
部
保
健
衛
生
課

電
話　

〇
一
七－
七
三
四－

九
二
八
四

市税の「口座振替（自動払込）」を実施します
　つがる市では、平成19年度から市税（市・県民税、固定資産税、軽自動車税、国

民健康保険税）の「口座振替（自動振替）」を実施します。

　「口座振替」は、納税者の指定する口座から、金融機関等（銀行・農協・郵便局）が

自動的に市税を振替納付してくれる、納め忘れのない便利で安全・確実な制度です。

　「口座振替」の募集は、来年 1 月からの予定です。市税の口座振替を希望される

方は、最寄りの金融機関又は郵便局で申込手続きをしてください。詳しくは、12月

28日発行予定の「広報おしらせ号」をご覧ください。

問い合わせ先　　市役所 収納課　電話 ４２－２１６３
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この広報紙は再生紙を使用しています。

 

市
役
所
の
年
末
年
始
休
業
に
つ
い
て

 

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で

　

 

市
役
所
本
庁
及
び
各
支
所
、
出
張
所
は
、
休
業
と
な
り
ま
す
。

 

年
末
年
始
の
診
療
日
に
つ
い
て

 

十
二
月
三
十
日（
土
）通
常
診
療

　

 

糖
尿
病
外
来
は
休
診
し
ま
す
。

　

 

な
お
、
救
急
患
者
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
付
し
ま
す
。

 

◆
問
い
合
わ
せ　

成
人
病
セ
ン
タ
ー 

電
話　

四
二－
三
一
一
一
㈹　

 

ご
み
収
集
業
務
・
直
接
搬
入
業
務
の
年
末
年
始
休
業
に
つ
い
て

 

ご
み
収
集
業
務
の
休
業
に
つ
い
て

　

 

木　
造　
地　
区　
　
十
二
月　
三
十
日（
土
）〜
一
月
三
日（
水
）

　

 

森　
田　
地　
区　
　
十
二
月
二
十
九
日（
金
）〜
一
月
三
日（
水
）

　

 

柏　
　
地　
　
区　
　
十
二
月
三
十
一
日（
日
）〜
一
月
二
日（
火
）

　

 

稲
垣
・
車
力
地
区　
　
十
二
月
三
十
一
日（
日
）〜
一
月
三
日（
水
）

 

直
接
搬
入
業
務
の
休
業
に
つ
い
て

　

 

不
燃
ご
み
等　
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
九
日（
金
）〜
一
月
三
日（
水
）

　

 

可
燃
ご
み　
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
三
十
一
日（
日
）〜
一
月
三
日（
水
）

 

◆
問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

環
境
衛
生
課 

電
話 

四
二－

一
一
一
〇　

つがる市農業委員会委員選挙人名簿登載申請書について
　つがる市農業委員会では、農家の皆様に12月下旬、【農業委員会委員選挙人名簿登載申請書】を郵送する予
定です。
　この申請書に基づいて、つがる市農業委員会委員選挙人名簿が作られます。
　この申請書により作成された選挙人名簿に載っていないと投票もリコールの請求も出来なくなります。
　郵送された申請書には、あらかじめ農地基本台帳に登載されている耕作面積・満20歳以上の者の氏名・生
年月日等が記載されておりますので確認・訂正の上、平成19年 1 月10日（水）までに、つがる市農業委員会（柏
支所）、または、市役所２階の総務課、各支所の経済建設課へ提出してください。
　また、下記要件を満たす世帯で申請書が届いていない方は、農業委員会に申請書を備え付けておりますので、
お手数でもお申し出くださるようお願いいたします。

【選挙権の要件】
　1、つがる市に住所を有する者であること。
　2、 年令が、満20歳以上の者（昭和62年 4 月 1 日以前に生まれた者）

であること。
　3、 10アール以上耕作の業務を営む者及び、その配偶者または、同

居の親族であり、年間おおむね60日以上耕作に従事していると
農業委員会が認めた者であること。

問い合わせ先　　つがる市農業委員会　電話 ２５－３８２０

つがる市農業委員会委員選挙人名簿登載申請書について

●路面状況に応じたスピードの抑制等スリップ事故に気
をつけましょう。
●シートベルトとチャイルドシートの着用しましょう。
●高齢者を交通事故から守り、夕暮れ時は早めの点灯を
励行し、反射材を活用しましょう。
●飲酒運転は絶対やめましょう。
●市民一人ひとりが交通ルールとマナーを守り、多発す
る交通事故を防止しましょう。

ドライ
バーの

皆さん

雪道の
運転に

は

気をつ
けまし

ょう


